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Ⅰ 調査の概要 
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1 調査の目的 
この調査は、秦野市の行政サービスの向上と、市民の行政に対する意識向上のための基礎資料とす

るために実施しています。 

 

2 調査の設計及び回収結果 
本調査の実施方法は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 アンケートの調査項目 
 

① 国道 246号バイパスの全線開通を見据えた渋沢丘陵周辺の土地利用 

② 地域共生社会 

③ 男女共同参画 

④ 農畜産物に対する市民の意識 

⑤ 市役所職員の対応 

⑥ 生物多様性 

⑦ 地球温暖化対策 

 

4 調査結果をみる上での注意事項 
① 回答はｎ（有効回収数）を基準とした百分率で表わし、小数点第 2位を四捨五入しました。 

 このため、百分率の合計が 100%にならない場合があります。 

② 集計結果の表やグラフでは、コンピューター入力の都合上、回答の選択肢の言葉を短縮して表

現している場合があります。  

 

①  調査地域 市内全域 

②  調査対象 秦野市のネット調査会社の登録者 

③  対象者数 400人（回収ベース） 

④  母集団 秦野市のネット調査会社の登録者約 3000人 

⑤  調査方法 ネット調査 

⑥  調査期間 令和７年 6月 20日～6月 27日 

⑦  調査機関 株式会社サーベイリサーチセンター 
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Ⅱ 調査結果（第 1回目） 
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1 属性 

 

（１） 性別 

 
（２） 年齢 

 
（３） 居住地区 

 

  

男性

63.8%

女性

36.3%

無回答

0.0%

n=400

20代

4.8%
30代

8.5%

40代

25.0%

50代

30.5%

60代以上

31.3%

無回答

0.0%

n=400

本町地区

14.0%

南地区

17.0%

東地区

7.3%

北地区

6.5%

西地区

29.5%

上地区

0.8%

大根地区

15.3%

鶴巻地区

9.8%

秦野市以外

0.0%
無回答

0.0%
n=400
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（４） 職業 

 

  

学生

0.5%

会社員・

会社役員

36.3%

公務員・

団体職員

5.8%
派遣・契約社員

3.8%

パート・アルバイト

16.3%

自営業

5.3%

自由業・

フリーラ

ンス

2.3%

その他有職

0.5%

専業主婦・主夫

13.3%

現在は働いていない

16.3%

無回答

0.0%
n=400
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2 国道 246号バイパスの全線開通を見据えた渋沢丘陵周辺の土地利用 
 

圏央道の県央厚木インターチェンジ（ＩＣ）と新東名高速道路の新秦野ＩＣを結ぶ国道 246号バ

イパスは、周辺地域の渋滞の緩和や高速ネットワークへのアクセス性の向上など、様々な整備効果が

期待されています。一方、バイパス沿道の渋沢丘陵周辺には、震生湖や頭高山などの魅力ある地域資

源が点在しています（下図参照）。 

こうした状況を踏まえ、本市では、この地域の豊かな自然環境との調和を図りつつ、国道 246号

バイパスの全線開通を見据えた土地利用構想の策定に向けて、検討を進めています。 

今後の検討に活かすため、この地域の土地利用に関するニーズなどを調査するものです。 
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（１） 渋沢丘陵周辺の土地利用 

 

「周辺道路の整備と広域道路ネットワークの構築」が 37.3%と最も高く、次いで「インフラ整備に

よる生活利便性の向上」が 35.3%、「公共交通の整備の推進」が 33.3%となっています。 

 

□ Q1．バイパスが整備された場合、渋沢丘陵周辺で優先的に取り組んだほうがよいと思うものは何ですか。 [複数回答] 

 

 
 

 

 

 

性別に見ると、「防災機能の強化」、「公共交通の整備の推進」は、女性の方が高くなっています。一

方で、「インターチェンジ周辺の企業誘致や産業集積」、「周辺道路の整備と広域道路ネットワークの構

築」、「既存市街地との連携」は、男性の方が高くなっています。 

年代別に見ると、「人々が集い交流する機会の拡大」は、年代が上がるにつれて概ね低くなる傾向が

あります。 

 

 

 

 

 

 

37.3%

35.3%

33.3%

30.8%

26.0%

22.0%

21.3%

14.8%

14.8%

14.3%

13.0%

11.3%

11.0%

8.5%

2.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周辺道路の整備と広域道路ネットワークの構築

インフラ整備による生活利便性の向上

公共交通の整備の推進

インターチェンジ周辺の企業誘致や産業集積

荒廃農地の有効活用

防災機能の強化

にぎわいを創出する拠点の形成

広域的なアクセスの向上を活かした誘客の促進

既存市街地との連携

人々が集い交流する機会の拡大

地域資源間の連携強化（観光スポット間を結ぶ交通網の充実など）

地域特性を活かした体験の提供

効率的で安定した農業経営

他自治体との広域連携による地域活性化

その他

無回答

n=400

周辺道路
の整備と広
域道路ネッ
トワークの

構築

インフラ整
備による生
活利便性
の向上

公共交通
の整備の

推進

インター
チェンジ周
辺の企業
誘致や産
業集積

荒廃農地
の有効活

用

防災機能
の強化

にぎわいを
創出する拠
点の形成

広域的なア
クセスの向
上を活かし
た誘客の促

進

既存市街
地との連携

人々が集い
交流する機
会の拡大

地域資源間
の連携強化

（観光ス
ポット間を

結ぶ交通網
の充実な

ど）

地域特性を
活かした体
験の提供

効率的で安
定した農業

経営

他自治体と
の広域連携
による地域

活性化

その他 無回答

400 37.3 35.3 33.3 30.8 26.0 22.0 21.3 14.8 14.8 14.3 13.0 11.3 11.0 8.5 2.8 -

255 39.6 35.7 31.0 33.3 25.5 18.4 20.8 15.3 16.9 13.7 12.2 11.4 11.8 8.6 3.1 -

145 33.1 34.5 37.2 26.2 26.9 28.3 22.1 13.8 11.0 15.2 14.5 11.0 9.7 8.3 2.1 -

19 42.1 57.9 47.4 36.8 15.8 47.4 26.3 21.1 26.3 36.8 26.3 10.5 15.8 21.1 - -

34 26.5 35.3 29.4 35.3 23.5 23.5 23.5 11.8 8.8 26.5 8.8 14.7 20.6 8.8 2.9 -

100 26.0 36.0 36.0 29.0 32.0 27.0 26.0 11.0 11.0 21.0 12.0 12.0 13.0 11.0 1.0 -

122 37.7 36.9 31.1 35.2 21.3 18.9 20.5 13.9 12.3 9.8 14.8 9.0 8.2 6.6 4.9 -

125 48.0 29.6 32.0 25.6 28.0 16.8 16.8 18.4 20.0 6.4 11.2 12.0 8.8 6.4 2.4 -

255 39.6 35.7 31.0 33.3 25.5 18.4 20.8 15.3 16.9 13.7 12.2 11.4 11.8 8.6 3.1 -

20代 10 50.0 50.0 50.0 30.0 20.0 60.0 20.0 30.0 40.0 20.0 30.0 10.0 20.0 30.0 - -

30代 14 28.6 28.6 21.4 50.0 28.6 21.4 14.3 14.3 14.3 21.4 - 14.3 28.6 - 7.1 -

40代 55 20.0 40.0 27.3 36.4 27.3 21.8 30.9 9.1 10.9 27.3 9.1 10.9 12.7 12.7 1.8 -

50代 83 42.2 43.4 33.7 37.3 21.7 15.7 20.5 14.5 13.3 10.8 15.7 8.4 10.8 7.2 3.6 -

60代以上 93 49.5 25.8 30.1 25.8 28.0 14.0 16.1 18.3 21.5 6.5 10.8 14.0 8.6 6.5 3.2 -

145 33.1 34.5 37.2 26.2 26.9 28.3 22.1 13.8 11.0 15.2 14.5 11.0 9.7 8.3 2.1 -

20代 9 33.3 66.7 44.4 44.4 11.1 33.3 33.3 11.1 11.1 55.6 22.2 11.1 11.1 11.1 - -

30代 20 25.0 40.0 35.0 25.0 20.0 25.0 30.0 10.0 5.0 30.0 15.0 15.0 15.0 15.0 - -

40代 45 33.3 31.1 46.7 20.0 37.8 33.3 20.0 13.3 11.1 13.3 15.6 13.3 13.3 8.9 - -

50代 39 28.2 23.1 25.6 30.8 20.5 25.6 20.5 12.8 10.3 7.7 12.8 10.3 2.6 5.1 7.7 -

60代以上 32 43.8 40.6 37.5 25.0 28.1 25.0 18.8 18.8 15.6 6.3 12.5 6.3 9.4 6.3 - -

会社員、公務員、団体職員 168 38.1 36.9 33.9 36.3 22.6 23.8 24.4 14.3 14.3 19.6 13.1 12.5 13.1 6.5 0.6 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 31.3 37.5 36.3 35.0 25.0 10.0 21.3 13.8 13.8 10.0 11.3 6.3 6.3 7.5 3.8 -
自営業、自由業、その他 32 31.3 31.3 18.8 25.0 28.1 12.5 18.8 6.3 6.3 12.5 6.3 6.3 6.3 6.3 12.5 -
専業主婦・主夫 53 34.0 30.2 41.5 22.6 37.7 39.6 17.0 15.1 11.3 15.1 17.0 13.2 17.0 7.5 - -
学生、無職 67 47.8 34.3 28.4 20.9 25.4 22.4 17.9 20.9 23.9 6.0 14.9 14.9 9.0 16.4 4.5 -

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

 （％）

全体
（実数）

渋沢丘陵周辺の土地利用

全体

その他 件数

道の駅などの秦野の資源をアピールできる場所、地場商

品を味わえる、買えるところ
1

交通事故をゼロにすること。第二東名ができてから、速

度について 乱暴な運転手が多い。歩行者が安全に歩け

る 秦野市はどこに行ったのかわからない

1

道路整備 1

農地の確保 1

自然保護 1

震生湖の整備 1

そんな事は思っていない 1

反対 1

わからない 2

知らない 1

特にない 4
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（２） 期待する効果 

 

「主要道路の渋滞の緩和」が 73.3%と最も高く、次いで「商業の発展・地域事業者の事業発展」が

29.5%、「観光・レクリエーションの進展」が 27.5%となっています。 

 

□ Q2．バイパスが整備された場合、渋沢丘陵周辺へどのような効果を期待しますか。［複数回答］ 

 

 

年代別に見ると、「商業の発展・地域事業者の事業発展」は、年代が上がるにつれて概ね低くなる傾

向があります。 

 

 

  

73.3%

29.5%

27.5%

26.3%

25.5%

2.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主要道路の渋滞の緩和

商業の発展・地域事業者の事業発展

観光・レクリエーションの進展

インターチェンジ周辺の産業機能の充実

アクセスの向上による交流人口の増加

その他

無回答

n=400

主要道路
の渋滞の

緩和

商業の発
展・地域事
業者の事
業発展

観光・レクリ
エーション

の進展

インター
チェンジ周
辺の産業
機能の充

実

アクセスの
向上による
交流人口
の増加

その他 無回答

400 73.3 29.5 27.5 26.3 25.5 2.0 -

255 72.9 29.0 25.9 27.5 25.9 2.4 -

145 73.8 30.3 30.3 24.1 24.8 1.4 -

19 84.2 57.9 31.6 36.8 31.6 - -

34 79.4 32.4 20.6 20.6 35.3 2.9 -

100 69.0 32.0 27.0 23.0 25.0 2.0 -

122 72.1 30.3 29.5 28.7 27.0 2.5 -

125 74.4 21.6 27.2 26.4 20.8 1.6 -

255 72.9 29.0 25.9 27.5 25.9 2.4 -

20代 10 100.0 40.0 20.0 40.0 50.0 - -

30代 14 71.4 50.0 21.4 35.7 42.9 7.1 -

40代 55 58.2 30.9 25.5 27.3 27.3 1.8 -

50代 83 75.9 32.5 26.5 26.5 30.1 2.4 -

60代以上 93 76.3 20.4 26.9 25.8 16.1 2.2 -

145 73.8 30.3 30.3 24.1 24.8 1.4 -

20代 9 66.7 77.8 44.4 33.3 11.1 - -

30代 20 85.0 20.0 20.0 10.0 30.0 - -

40代 45 82.2 33.3 28.9 17.8 22.2 2.2 -

50代 39 64.1 25.6 35.9 33.3 20.5 2.6 -

60代以上 32 68.8 25.0 28.1 28.1 34.4 - -

会社員、公務員、団体職員 168 73.8 33.9 28.0 26.8 32.1 0.6 -

派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 71.3 25.0 27.5 30.0 20.0 1.3 -

自営業、自由業、その他 32 62.5 21.9 28.1 12.5 18.8 12.5 -

専業主婦・主夫 53 71.7 39.6 30.2 30.2 26.4 - -

学生、無職 67 80.6 19.4 23.9 23.9 17.9 3.0 -

 （％）

全体
（実数）

期待する効果

全体

性別
男性
女性

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

今ある物の維持 1

秦野市で車が便利になると、歩行者はますます 散歩も

できなくなる。どの部分についても 歩行者優先の地域

づくりを強化するべき

1

緑地の保全 1

自然保護 1

何も期待してない 1

反対 1

わからない 3

知らない 1

特になし 2
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（３） 自然環境保全の取組み 

 

「森林や緑地の保全・管理（間伐や植林など）」が 67.0%と最も高く、次いで「景観を守るための

新たな施策・開発ルールの整備」が 47.0%、「動植物の生態系の保護」が 44.5%となっています。 

 

□ Q3．渋沢丘陵周辺の豊かな自然環境を保全するために、どのような取組みが必要だと思いますか。［複数回答］ 

 

 

 

性別に見ると、「市民参画による環境保全・環境創造の取組み」、「動植物の生態系の保護」は、女性

の方が高くなっています。一方で、「持続可能な農地・林地利用の推進」は、男性の方が高くなってい

ます。 

 

 

 

67.0%

47.0%

44.5%

42.0%

22.0%

1.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

森林や緑地の保全・管理（間伐や植林など）

景観を守るための新たな施策・開発ルールの整備

動植物の生態系の保護

持続可能な農地・林地利用の推進

市民参画による環境保全・環境創造の取組み

その他

無回答

n=400

森林や緑
地の保全・
管理（間伐
や植林な

ど）

景観を守る
ための新た
な施策・開
発ルールの

整備

動植物の
生態系の

保護

持続可能な
農地・林地
利用の推

進

市民参画に
よる環境保
全・環境創
造の取組

み

その他 無回答

400 67.0 47.0 44.5 42.0 22.0 1.0 -

255 67.5 45.9 41.2 45.1 18.0 1.2 -

145 66.2 49.0 50.3 36.6 29.0 0.7 -

19 68.4 52.6 57.9 63.2 47.4 - -

34 64.7 41.2 44.1 44.1 26.5 - -

100 65.0 53.0 48.0 44.0 21.0 1.0 -

122 69.7 38.5 41.8 41.0 18.9 2.5 -

125 66.4 51.2 42.4 37.6 20.8 - -

255 67.5 45.9 41.2 45.1 18.0 1.2 -

20代 10 90.0 50.0 50.0 70.0 40.0 - -

30代 14 64.3 35.7 57.1 50.0 14.3 - -

40代 55 60.0 49.1 38.2 43.6 21.8 1.8 -

50代 83 67.5 36.1 36.1 45.8 16.9 2.4 -

60代以上 93 69.9 53.8 44.1 41.9 15.1 - -

145 66.2 49.0 50.3 36.6 29.0 0.7 -

20代 9 44.4 55.6 66.7 55.6 55.6 - -

30代 20 65.0 45.0 35.0 40.0 35.0 - -

40代 45 71.1 57.8 60.0 44.4 20.0 - -

50代 39 74.4 43.6 53.8 30.8 23.1 2.6 -

60代以上 32 56.3 43.8 37.5 25.0 37.5 - -

会社員、公務員、団体職員 168 65.5 45.2 41.7 44.0 17.9 0.6 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 62.5 50.0 48.8 32.5 27.5 1.3 -
自営業、自由業、その他 32 68.8 37.5 43.8 53.1 18.8 6.3 -
専業主婦・主夫 53 69.8 49.1 49.1 43.4 34.0 - -
学生、無職 67 73.1 50.7 43.3 41.8 17.9 - -

 （％）

全体
（実数）

自然環境保全の取組み

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

秦野市 交通事故ゼロ これをアピールできない限りは、

よそに対して 印象が良くない
1

商業の発展 1

開発をやめること 1

わからない 1

知らない 1

特になし 3
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（４） 今後の活用方法 

 

「身近な自然観賞の場としての活用（花見、紅葉狩りなど）」が 43.8%と最も高く、次いで「豊か

な自然環境を活かした健康増進の場としての活用」が 42.8%、「交通アクセスを活かしたアクティビ

ティとしての活用（アウトドア、農業体験など）」が 41.5%となっています。 

 

□ Q4．バイパス整備により、渋沢丘陵周辺の交通アクセスがこれまで以上に高まることになります。今後渋沢丘陵周辺をど

のように活用したいですか。［複数回答］ 

 

 
 

 

 

性別に見ると、「身近な自然観賞の場としての活用（花見、紅葉狩りなど）」、「子育てに貢献するこ

とができる場としての活用（子供と遊べる公園など）」は、女性の方が高くなっています。 

年代別に見ると、「子育てに貢献することができる場としての活用（子供と遊べる公園など）」は、

年代が上がるにつれて概ね低くなる傾向があります。 

 

 

43.8%

42.8%

41.5%

39.8%

26.5%

2.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近な自然観賞の場としての活用（花見、紅葉狩りなど）

豊かな自然環境を活かした健康増進の場としての活用

交通アクセスを活かしたアクティビティとしての活用（アウトドア、農業体験など）

住み続けたい里山的な活用

子育てに貢献することができる場としての活用（子供と遊べる公園など）

その他

無回答

n=400

身近な自然
観賞の場と
しての活用
（花見、紅
葉狩りな

ど）

豊かな自然
環境を活か
した健康増
進の場とし
ての活用

交通アクセ
スを活かし
たアクティ

ビティとして
の活用（ア
ウトドア、農
業体験な

ど）

住み続けた
い里山的な

活用

子育てに貢
献すること
ができる場
としての活
用（子供と

遊べる公園
など）

その他 無回答

400 43.8 42.8 41.5 39.8 26.5 2.3 -

255 37.3 43.5 42.4 38.4 22.7 2.4 -

145 55.2 41.4 40.0 42.1 33.1 2.1 -

19 36.8 36.8 52.6 42.1 63.2 - -

34 41.2 41.2 35.3 38.2 38.2 2.9 -

100 44.0 41.0 41.0 43.0 28.0 2.0 -

122 43.4 45.9 45.9 37.7 22.1 3.3 -

125 45.6 42.4 37.6 39.2 20.8 1.6 -

255 37.3 43.5 42.4 38.4 22.7 2.4 -

20代 10 30.0 50.0 50.0 40.0 60.0 - -

30代 14 21.4 42.9 35.7 42.9 28.6 7.1 -

40代 55 34.5 34.5 43.6 40.0 25.5 1.8 -

50代 83 36.1 48.2 50.6 33.7 21.7 2.4 -

60代以上 93 43.0 44.1 34.4 40.9 17.2 2.2 -

145 55.2 41.4 40.0 42.1 33.1 2.1 -

20代 9 44.4 22.2 55.6 44.4 66.7 - -

30代 20 55.0 40.0 35.0 35.0 45.0 - -

40代 45 55.6 48.9 37.8 46.7 31.1 2.2 -

50代 39 59.0 41.0 35.9 46.2 23.1 5.1 -

60代以上 32 53.1 37.5 46.9 34.4 31.3 - -

会社員、公務員、団体職員 168 36.3 44.6 42.9 38.1 31.5 1.2 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 51.3 31.3 48.8 37.5 26.3 2.5 -
自営業、自由業、その他 32 34.4 50.0 31.3 43.8 9.4 9.4 -
専業主婦・主夫 53 58.5 47.2 39.6 37.7 34.0 - -
学生、無職 67 46.3 44.8 35.8 46.3 16.4 3.0 -

 （％）

全体
（実数）

今後の活用方法

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

道の駅、里の駅 1

大型ショッピングモールなどの建設 1

産業系の利用で、今まで手付かずだったところを市の税収が上

がり市民生活に還元されるように積極的な企業誘致をお願いし

たい

1

マイカーがなくては生活できない 秦野市ではもうおしまいで

す。ヘリコプターの意味わからない パトロールも増えてい

る。他へ引っ越したいと思っている

1

過度な開発の抑制 1

自然保護を最優先し、開発をやめること 1

活用したいと思ってない 1

反対 1

わからない 2

知らない 1

特になし 2
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3 地域共生社会 
 

人口減少、少子・超高齢化社会が進行し、地域の絆の希薄化、高齢者の社会的な孤立など、地域を

取り巻く環境は大きく変化しています。この中で、子どもから高齢者、障害者、生活困窮者まで、全

ての人が互いに尊重され、共に支え合うことで、豊かに安心して暮らせる「地域共生社会」の実現に

向け、地域生活課題の現状を調査するものです。 

 

（１） 生活課題を解決するための効果的な方法 

 

「身近な相談窓口」が 42.8%と最も高く、次いで「福祉サービスの情報提供・情報発信」が

42.3%、「関係機関のネットワークの充実」が 40.5%となっています。 

 

□ Q5．地域の様々な生活課題を解決するための効果的な方法は何だと思いますか。 [複数回答] 

 

 

 

 

性別に見ると、「福祉サービスの情報提供・情報発信」は、女性の方が高くなっています。一方で、

「総合的な相談支援機関の設置」は、男性の方が高くなっています。 

 

 

42.8%

42.3%

40.5%

40.3%

34.5%

28.8%

20.3%

3.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近な相談窓口

福祉サービスの情報提供・情報発信

関係機関のネットワークの充実

総合的な相談支援機関の設置

相談窓口につなぐ人材の育成・確保

福祉の専門知識を持った相談員の配置

地域住民の支え合いの活動

その他

無回答

n=400

身近な相談
窓口

福祉サービ
スの情報提
供・情報発

信

関係機関
のネット

ワークの充
実

総合的な相
談支援機
関の設置

相談窓口に
つなぐ人材
の育成・確

保

福祉の専
門知識を

持った相談
員の配置

地域住民
の支え合い

の活動
その他 無回答

400 42.8 42.3 40.5 40.3 34.5 28.8 20.3 3.0 -

255 42.0 36.9 39.6 42.7 36.1 29.0 20.8 3.5 -

145 44.1 51.7 42.1 35.9 31.7 28.3 19.3 2.1 -

19 47.4 36.8 52.6 47.4 36.8 52.6 15.8 - -

34 52.9 44.1 41.2 32.4 26.5 17.6 29.4 2.9 -

100 46.0 44.0 42.0 36.0 40.0 31.0 15.0 3.0 -

122 41.0 38.5 40.2 46.7 36.1 30.3 26.2 4.1 -

125 38.4 44.8 37.6 38.4 30.4 24.8 16.8 2.4 -

255 42.0 36.9 39.6 42.7 36.1 29.0 20.8 3.5 -

20代 10 40.0 30.0 60.0 60.0 40.0 50.0 20.0 - -

30代 14 50.0 57.1 35.7 42.9 28.6 21.4 35.7 7.1 -

40代 55 47.3 38.2 36.4 40.0 41.8 34.5 14.5 1.8 -

50代 83 38.6 33.7 42.2 44.6 36.1 28.9 26.5 4.8 -

60代以上 93 40.9 36.6 37.6 40.9 33.3 24.7 17.2 3.2 -

145 44.1 51.7 42.1 35.9 31.7 28.3 19.3 2.1 -

20代 9 55.6 44.4 44.4 33.3 33.3 55.6 11.1 - -

30代 20 55.0 35.0 45.0 25.0 25.0 15.0 25.0 - -

40代 45 44.4 51.1 48.9 31.1 37.8 26.7 15.6 4.4 -

50代 39 46.2 48.7 35.9 51.3 35.9 33.3 25.6 2.6 -

60代以上 32 31.3 68.8 37.5 31.3 21.9 25.0 15.6 - -

会社員、公務員、団体職員 168 44.6 39.9 41.7 40.5 37.5 31.0 22.6 1.2 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 38.8 42.5 36.3 37.5 22.5 21.3 13.8 2.5 -
自営業、自由業、その他 32 28.1 40.6 34.4 40.6 34.4 28.1 18.8 12.5 -
専業主婦・主夫 53 52.8 52.8 45.3 39.6 41.5 35.8 17.0 1.9 -
学生、無職 67 41.8 40.3 41.8 43.3 35.8 26.9 25.4 4.5 -

 （％）

全体
（実数）

生活課題を解決するための効果的な方法

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

無駄をなくすこと 1

議員の意識改革 1

せっかく 勇気を出して相談しているのに、解決していること

が極めて少ない。市役所がしっかりと対応すること
1

孤立化を防ぐためのアウトリーチ 1

すべての市民に対して、無料で使えるスマートフォンを配り、

使い方も分かりやすく教え、情報弱者の数を減らすこと
1

就労の確保 1

安楽死制度導入、65才以上の運転免許取り上げ 1

調整地域での宅地建築緩和 1

情報公開 1

給付金 1

無香料生活にし、地域の環境をまもる。（秦野の水資源など。

ぜひ住民に香料や抗菌洗剤などの使用を控えていただくよう周

知をお願いします

1

わからない 2

知らない 1

特になし 2
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（２） 希望する支援 

 

「急病など救急時の手助け」が 50.0%と最も高く、次いで「気軽に行ける自由な居場所」が

43.8%、「見守り・安否確認」が 39.8%となっています。 

 

□ Q6．あったらいいなと思う支援は何ですか。 [複数回答] 

 

 

 

 

性別に見ると、「気軽に行ける自由な居場所」、「通院、買い物などの外出の手伝い」、「急病など救急

時の手助け」、「配食サービスの支援」、「洗濯や食事などの日常的な家事支援」は、女性の方が高くな

っています。一方で、「健康管理の支援」は、男性の方が高くなっています。 

 

 

  

50.0%

43.8%

39.8%

35.5%

25.5%

23.8%

23.5%

23.3%

16.0%

15.3%

2.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

急病など救急時の手助け

気軽に行ける自由な居場所

見守り・安否確認

通院、買い物などの外出の手伝い

健康管理の支援

ゴミ出しや電球交換などのちょっとした力仕事

配食サービスの支援

悩みごとの相談

洗濯や食事などの日常的な家事支援

日常会話の相手

その他

無回答

n=400

急病など救
急時の手

助け

気軽に行け
る自由な居

場所

見守り・安
否確認

通院、買い
物などの外
出の手伝い

健康管理
の支援

ゴミ出しや
電球交換な
どのちょっ
とした力仕

事

配食サービ
スの支援

悩みごとの
相談

洗濯や食
事などの日
常的な家事

支援

日常会話
の相手

その他 無回答

400 50.0 43.8 39.8 35.5 25.5 23.8 23.5 23.3 16.0 15.3 2.5 -

255 47.5 39.2 38.4 32.2 27.8 23.9 21.2 22.4 14.1 14.1 3.1 -

145 54.5 51.7 42.1 41.4 21.4 23.4 27.6 24.8 19.3 17.2 1.4 -

19 68.4 57.9 63.2 31.6 21.1 26.3 31.6 31.6 26.3 21.1 5.3 -

34 35.3 38.2 41.2 32.4 11.8 26.5 8.8 26.5 26.5 20.6 - -

100 54.0 43.0 39.0 38.0 31.0 29.0 29.0 29.0 16.0 18.0 2.0 -

122 50.8 44.3 41.0 33.6 24.6 18.9 24.6 25.4 18.0 18.9 1.6 -

125 47.2 43.2 35.2 36.8 26.4 23.2 20.8 14.4 9.6 7.2 4.0 -

255 47.5 39.2 38.4 32.2 27.8 23.9 21.2 22.4 14.1 14.1 3.1 -

20代 10 70.0 60.0 50.0 40.0 20.0 30.0 30.0 20.0 30.0 30.0 10.0 -

30代 14 28.6 21.4 35.7 42.9 14.3 28.6 7.1 28.6 28.6 21.4 - -

40代 55 49.1 34.5 32.7 30.9 38.2 32.7 25.5 30.9 12.7 16.4 3.6 -

50代 83 45.8 43.4 42.2 28.9 27.7 19.3 21.7 22.9 16.9 18.1 2.4 -

60代以上 93 48.4 38.7 37.6 33.3 24.7 21.5 19.4 16.1 8.6 6.5 3.2 -

145 54.5 51.7 42.1 41.4 21.4 23.4 27.6 24.8 19.3 17.2 1.4 -

20代 9 66.7 55.6 77.8 22.2 22.2 22.2 33.3 44.4 22.2 11.1 - -

30代 20 40.0 50.0 45.0 25.0 10.0 25.0 10.0 25.0 25.0 20.0 - -

40代 45 60.0 53.3 46.7 46.7 22.2 24.4 33.3 26.7 20.0 20.0 - -

50代 39 61.5 46.2 38.5 43.6 17.9 17.9 30.8 30.8 20.5 20.5 - -

60代以上 32 43.8 56.3 28.1 46.9 31.3 28.1 25.0 9.4 12.5 9.4 6.3 -

会社員、公務員、団体職員 168 51.2 41.7 41.7 33.3 24.4 26.2 23.8 23.2 16.1 19.6 1.2 -

派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 48.8 42.5 41.3 38.8 22.5 21.3 23.8 20.0 16.3 13.8 2.5 -

自営業、自由業、その他 32 46.9 37.5 34.4 31.3 28.1 15.6 15.6 25.0 12.5 6.3 3.1 -

専業主婦・主夫 53 49.1 54.7 41.5 41.5 26.4 30.2 35.8 32.1 24.5 18.9 1.9 -

学生、無職 67 50.7 44.8 34.3 34.3 29.9 19.4 16.4 19.4 10.4 7.5 6.0 -

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

性別
男性
女性

年代

20代
30代
40代
50代

 （％）

全体
（実数）

希望する支援

全体

その他 件数

元気でいた方が支援を受けるよりもお得だと意識づける施策 1

新保健所の活用 1

職業斡旋 1

農作業の手伝い 1

障害者や社会的弱者（経済的弱者を含む）に対する性支援。人

間の基本的な欲求である性に対し、これまで公共機関は、「い

やらしいこと」であると見なし、頬被りをし続けてきた。しか

し、これは、言うまでもなく、明白な人権侵害である。公共機

関は、現実から目を背け続けることをやめよ！

1

氷河期世代、仕事につけない 住民。きちんと働くチャンスを

与えること。sdgs はどこへ行ったのか
1

他に使うべきところがあるのでは？ 1

わからない 1

特になし 6
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（３） 家族以外に相談できる相手 

 

「友人や知人」が 51.5%と最も高く、次いで「相談する相手がいない」が 26.5%、「隣近所の

人」が 18.0%となっています。 

 

□ Q7．困ったときや不安を感じたとき、家族以外に相談できる相手は誰（どこ）ですか。 [複数回答] 

 

 

性別に見ると、「友人や知人」は女性の方が高くなっています。一方で、「隣近所の人」、「市役所な

どの行政機関」は、男性の方が高くなっています。 

年代別に見ると、「隣近所の人」は、年代が上がるにつれて概ね高くなる傾向があります。 

 

 

  

51.5%

26.5%

18.0%

17.8%

6.8%

6.8%

6.5%

5.3%

1.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人や知人

相談する相手がいない

隣近所の人

市役所などの行政機関

地域高齢者支援センター

ＳＮＳなどのコミュニティ

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

その他

無回答

n=400

友人や知
人

相談する相
手がいない

隣近所の
人

市役所など
の行政機

関

地域高齢
者支援セン

ター

ＳＮＳなど
のコミュニ

ティ

社会福祉
協議会

民生委員・
児童委員

その他 無回答

400 51.5 26.5 18.0 17.8 6.8 6.8 6.5 5.3 1.8 -

255 46.7 27.8 20.4 19.6 6.7 6.3 7.1 6.3 2.0 -

145 60.0 24.1 13.8 14.5 6.9 7.6 5.5 3.4 1.4 -

19 47.4 21.1 5.3 15.8 5.3 26.3 5.3 10.5 5.3 -

34 67.6 23.5 8.8 5.9 8.8 2.9 5.9 5.9 2.9 -

100 52.0 30.0 13.0 18.0 3.0 9.0 9.0 6.0 1.0 -

122 48.4 32.8 19.7 14.8 6.6 7.4 7.4 4.9 - -

125 50.4 19.2 24.8 24.0 9.6 2.4 4.0 4.0 3.2 -

255 46.7 27.8 20.4 19.6 6.7 6.3 7.1 6.3 2.0 -

20代 10 60.0 20.0 10.0 20.0 - 20.0 10.0 20.0 - -

30代 14 71.4 14.3 7.1 - 14.3 - 7.1 7.1 7.1 -

40代 55 47.3 32.7 12.7 18.2 3.6 12.7 9.1 9.1 1.8 -

50代 83 42.2 33.7 19.3 14.5 3.6 7.2 9.6 4.8 - -

60代以上 93 45.2 22.6 29.0 28.0 10.8 1.1 3.2 4.3 3.2 -

145 60.0 24.1 13.8 14.5 6.9 7.6 5.5 3.4 1.4 -

20代 9 33.3 22.2 - 11.1 11.1 33.3 - - 11.1 -

30代 20 65.0 30.0 10.0 10.0 5.0 5.0 5.0 5.0 - -

40代 45 57.8 26.7 13.3 17.8 2.2 4.4 8.9 2.2 - -

50代 39 61.5 30.8 20.5 15.4 12.8 7.7 2.6 5.1 - -

60代以上 32 65.6 9.4 12.5 12.5 6.3 6.3 6.3 3.1 3.1 -

会社員、公務員、団体職員 168 54.8 23.8 14.9 13.1 5.4 8.3 8.9 7.1 0.6 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 50.0 30.0 12.5 13.8 7.5 5.0 6.3 2.5 1.3 -
自営業、自由業、その他 32 46.9 34.4 25.0 15.6 3.1 9.4 3.1 - 3.1 -
専業主婦・主夫 53 60.4 22.6 20.8 20.8 9.4 7.5 3.8 3.8 1.9 -
学生、無職 67 40.3 28.4 26.9 32.8 9.0 3.0 4.5 7.5 4.5 -

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

 （％）

全体
（実数）

家族以外に相談できる相手

全体

その他 件数

親戚 3

妹 1

絶えず見守りしたり身元 1

秦野市は頼りないので、 よそに頼んでいる。秦野市の

排他的な性質は直っていない
1

自治会 1

chat gptに話す 1

わからない 1

特になし 1
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（４） 「制度の狭間の課題」で悩む身近な人々 

 

「悩んでいる人はいない」が 66.5%と最も高く、次いで「高齢者や障害者で、社会的に孤立してい

る人（疑い含む）」が 12.0%、「ひきこもり状態で、社会的に孤立している人（疑い含む）」が

11.8%となっています。 

 

□ Q8．身近に次のような課題（制度の狭間の課題）で悩んでいる方（回答者自身も含む）はいますか。 [複数回答] 

 

 

 

 

性別に見ると、「悩んでいる人はいない」は、女性の方が高くなっています。一方で、「高齢者や障

害者で、社会的に孤立している人（疑い含む）」、「家屋や敷地に大量のゴミが溜まっている人」は、男

性の方が高くなっています。 

 

 

66.5%

12.0%

11.8%

10.0%

7.0%

6.8%

5.5%

3.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

悩んでいる人はいない

高齢者や障害者で、社会的に孤立している人（疑い含む）

ひきこもり状態で、社会的に孤立している人（疑い含む）

障害者手帳を取得していないが、障害が疑われ、

支援を必要としている人

支援が必要な状況にあるにも関わらず、本人が拒否し、

適切な支援につながっていない人

介護保険サービスを利用しておらず、買い物や通院などの日常生活に

困っている人

家屋や敷地に大量のゴミが溜まっている人

その他

無回答

n=400

悩んでいる
人はいない

高齢者や
障害者で、
社会的に孤
立している
人（疑い含

む）

ひきこもり
状態で、社
会的に孤立
している人
（疑い含む）

障害者手
帳を取得し
ていない

が、障害が
疑われ、支
援を必要と
している人

支援が必
要な状況に
あるにも関
わらず、本
人が拒否
し、適切な
支援につな
がっていな

い人

介護保険
サービスを
利用してお
らず、買い
物や通院な
どの日常生
活に困って

いる人

家屋や敷
地に大量の

ゴミが溜
まっている

人

その他 無回答

400 66.5 12.0 11.8 10.0 7.0 6.8 5.5 3.5 -

255 62.7 15.3 11.8 11.8 8.2 7.8 7.5 3.5 -

145 73.1 6.2 11.7 6.9 4.8 4.8 2.1 3.4 -

19 68.4 21.1 15.8 10.5 10.5 5.3 10.5 5.3 -

34 73.5 11.8 17.6 8.8 2.9 8.8 5.9 2.9 -

100 64.0 11.0 12.0 15.0 12.0 6.0 10.0 3.0 -

122 65.6 14.8 13.1 9.0 3.3 8.2 3.3 2.5 -

125 67.2 8.8 8.0 7.2 7.2 5.6 3.2 4.8 -

255 62.7 15.3 11.8 11.8 8.2 7.8 7.5 3.5 -

20代 10 60.0 40.0 30.0 20.0 20.0 - 20.0 - -

30代 14 64.3 21.4 21.4 14.3 - 7.1 7.1 7.1 -

40代 55 56.4 14.5 12.7 18.2 16.4 7.3 14.5 1.8 -

50代 83 63.9 18.1 12.0 10.8 2.4 12.0 4.8 2.4 -

60代以上 93 65.6 9.7 7.5 7.5 8.6 5.4 4.3 5.4 -

145 73.1 6.2 11.7 6.9 4.8 4.8 2.1 3.4 -

20代 9 77.8 - - - - 11.1 - 11.1 -

30代 20 80.0 5.0 15.0 5.0 5.0 10.0 5.0 - -

40代 45 73.3 6.7 11.1 11.1 6.7 4.4 4.4 4.4 -

50代 39 69.2 7.7 15.4 5.1 5.1 - - 2.6 -

60代以上 32 71.9 6.3 9.4 6.3 3.1 6.3 - 3.1 -

会社員、公務員、団体職員 168 68.5 13.1 8.9 12.5 7.1 6.5 7.1 2.4 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 67.5 8.8 12.5 5.0 5.0 5.0 1.3 3.8 -
自営業、自由業、その他 32 68.8 12.5 9.4 9.4 3.1 3.1 - 6.3 -
専業主婦・主夫 53 62.3 11.3 22.6 9.4 11.3 7.5 7.5 1.9 -
学生、無職 67 62.7 13.4 10.4 10.4 7.5 10.4 7.5 6.0 -

 （％）

全体
（実数）

「制度の狭間の課題」で悩む身近な人々

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

別居の実父介護2で母が主に、世話、私弟で入浴、買い物して

いるが、父の介護も寝たきりにきたくなりつつ介護している母

も心配

1

高齢者が障害のある自分の子の介護をしている 1

単身または高齢世帯で、自治会は抜けたくないが、次に組長が

回ってきたら務められない、と感じている人が複数いる
1

認知症 1

経済上、乏しい 1

管理出来ていない土地の草木の伐採 1

ヤマト運輸の経営変更で職を失いました 1

市役所でもダメ 福祉センターでもだめ、この時相談できる信

頼できるところがない。しっかり 個人情報を守ってもらえる

窓口が必要。秦野市とは関係ない ブランド力のあるサービス

窓口が必要不可欠。本来であれば 東京都知事に相談すべきと

ころ。神奈川県 黒岩知事からの回答はないままである

1

気付いていないのかも 1

わからない 4

知らない 1
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4 男女共同参画 
 

本市の男女共同参画を推進するため、市民の意識やニーズを調査するものです。 

 

（１） 夫婦の役割に関する考え方 

 

「賛成」、「どちらかといえば賛成」と合わせて約 25.1%となっています。一方、「どちらかといえ

ば反対」、「反対」と合わせて約 56.6％となっています。 

 

□ Q9．「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方をどう思いますか。［単一回答］ 

 

性別に見ると、「賛成」、「どちらかといえば賛成」を合わせると男性の方が高くなっています。 

 

 

 

賛成

4.3%

どちらかといえば賛成

20.8%

どちらかといえば

反対

28.8%

反対

27.8%

当てはまるものがない

18.5%

無回答

0.0%

n=400

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対
当てはまる
ものがない

無回答

400 4.3 20.8 28.8 27.8 18.5 -

255 6.7 22.7 25.9 27.1 17.6 -

145 - 17.2 33.8 29.0 20.0 -

19 - 21.1 21.1 31.6 26.3 -

34 - 29.4 29.4 32.4 8.8 -

100 6.0 13.0 29.0 31.0 21.0 -

122 4.9 19.7 31.1 23.0 21.3 -

125 4.0 25.6 27.2 28.0 15.2 -

255 6.7 22.7 25.9 27.1 17.6 -

20代 10 - - 30.0 40.0 30.0 -

30代 14 - 42.9 14.3 35.7 7.1 -

40代 55 10.9 14.5 27.3 27.3 20.0 -

50代 83 7.2 22.9 30.1 20.5 19.3 -

60代以上 93 5.4 26.9 22.6 30.1 15.1 -

145 - 17.2 33.8 29.0 20.0 -

20代 9 - 44.4 11.1 22.2 22.2 -

30代 20 - 20.0 40.0 30.0 10.0 -

40代 45 - 11.1 31.1 35.6 22.2 -

50代 39 - 12.8 33.3 28.2 25.6 -

60代以上 32 - 21.9 40.6 21.9 15.6 -

会社員、公務員、団体職員 168 4.8 22.6 26.2 28.0 18.5 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 3.8 17.5 33.8 31.3 13.8 -
自営業、自由業、その他 32 6.3 18.8 21.9 34.4 18.8 -
専業主婦・主夫 53 - 22.6 34.0 18.9 24.5 -
学生、無職 67 6.0 19.4 28.4 26.9 19.4 -

 （％）

全体
（実数）

夫婦の役割に関する考え方

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業
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（２） 賛成と思う理由 

 

「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから」が 53.0%と最も高く、次い

で「育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから」が 47.0%、「夫が

外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」が 32.0%となっています。 

 

□ Q10．Q9で「賛成」または「どちらかといえば賛成」を選択した方にお聞きします。賛成と思うのはなぜですか。［複数回答］ 

 

 

 

性別に見ると、「育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから」、「夫が

外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」、「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにと

って良いと思うから」は、女性の方が高くなっています。一方で、「自分の両親も役割分担をしていたか

ら」、「日本の伝統的な家族の在り方だと思うから」は、男性の方が高くなっています。 

 

 
 

53.0%

47.0%

32.0%

22.0%

19.0%

2.0%

3.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから

育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから

夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

当てはまるものがない

その他

無回答

n=100

妻が家庭を
守った方
が、子ども
の成長など
にとって良
いと思うか

ら

育児・介
護・家事と
両立しなが
ら、妻が働
き続けるこ
とは大変だ
と思うから

夫が外で働
いた方が、
多くの収入
を得られる
と思うから

自分の両
親も役割分
担をしてい

たから

日本の伝
統的な家族
の在り方だ
と思うから

当てはまる
ものがない

その他 無回答

100 53.0 47.0 32.0 22.0 19.0 2.0 3.0 -

75 49.3 38.7 26.7 26.7 21.3 2.7 1.3 -

25 64.0 72.0 48.0 8.0 12.0 - 8.0 -

4 50.0 50.0 75.0 - - - 25.0 -

10 30.0 70.0 20.0 40.0 10.0 - - -

19 47.4 42.1 31.6 42.1 31.6 - - -

30 53.3 36.7 23.3 23.3 16.7 - 6.7 -

37 62.2 51.4 37.8 8.1 18.9 5.4 - -

75 49.3 38.7 26.7 26.7 21.3 2.7 1.3 -

20代 - - - - - - - - -

30代 6 33.3 66.7 16.7 33.3 16.7 - - -

40代 14 35.7 28.6 28.6 57.1 35.7 - - -

50代 25 52.0 32.0 20.0 28.0 16.0 - 4.0 -

60代以上 30 56.7 43.3 33.3 10.0 20.0 6.7 - -

25 64.0 72.0 48.0 8.0 12.0 - 8.0 -

20代 4 50.0 50.0 75.0 - - - 25.0 -

30代 4 25.0 75.0 25.0 50.0 - - - -

40代 5 80.0 80.0 40.0 - 20.0 - - -

50代 5 60.0 60.0 40.0 - 20.0 - 20.0 -

60代以上 7 85.7 85.7 57.1 - 14.3 - - -

会社員、公務員、団体職員 46 50.0 37.0 28.3 34.8 19.6 2.2 2.2 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 17 47.1 47.1 23.5 - 11.8 - - -
自営業、自由業、その他 8 37.5 50.0 12.5 25.0 12.5 - - -
専業主婦・主夫 12 83.3 75.0 41.7 - 25.0 - 8.3 -
学生、無職 17 52.9 52.9 52.9 23.5 23.5 5.9 5.9 -

 （％）

全体
（実数）

賛成と思う理由

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

男性は自分の収入を掛けに差し出すが女性は一部しか差し出さ

ないだろう
1

男女平等を掲げてお互いぎすぎすしている夫婦が増えている気

がするから。家庭内も会社の組織のようになっていて安らぎが

ない。(働きたい人は働いてよいし、それぞれの事情で無理な

人は働かなくていい社会がよい)

1

妻が働かなくても良いくらいの収入が得られるなら、子供がい

る場合は子供と過ごす時間が多い方が良いと思う
1
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（３） 反対と思う理由 

  

「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」が 65.9%と最も高く、次いで

「男女平等に反すると思うから」が 42.0%、「夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思うか

ら」が 32.3%となっています。 

 

□ Q11．Q9で「どちらかといえば反対」または「反対」を選択した方にお聞きします。反対と思うのはなぜですか。［複数回答］ 

  

 

性別に見ると、「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」は、女性の方が

高くなっています。一方で、「夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思うから」、「妻が働いて

能力を発揮した方が、個人や社会にとって良いと思うから」、「男女平等に反すると思うから」は、男

性の方が高くなっています。 

 

 

 

65.9%

42.0%

32.3%

25.7%

11.9%

11.5%

1.8%

1.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから

男女平等に反すると思うから

夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思うから

妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとって良いと思うから

自分の両親も外で働いていたから

育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは可能だと思うから

当てはまるものがない

その他

無回答

n=226

固定的な夫
と妻の役割
分担の意
識を押しつ
けるべきで
はないから

男女平等に
反すると思

うから

夫も妻も働
いた方が、
多くの収入
を得られる
と思うから

妻が働いて
能力を発揮
した方が、
個人や社
会にとって
良いと思う

から

自分の両
親も外で働
いていたか

ら

育児・介
護・家事と
両立しなが
ら、妻が働
き続けるこ
とは可能だ
と思うから

当てはまる
ものがない

その他 無回答

226 65.9 42.0 32.3 25.7 11.9 11.5 1.8 1.3 -

135 61.5 44.4 37.0 28.1 11.1 11.1 1.5 0.7 -

91 72.5 38.5 25.3 22.0 13.2 12.1 2.2 2.2 -

10 80.0 20.0 20.0 10.0 20.0 20.0 10.0 10.0 -

21 61.9 33.3 38.1 19.0 23.8 9.5 4.8 4.8 -

60 65.0 43.3 43.3 31.7 13.3 10.0 1.7 1.7 -

66 62.1 50.0 30.3 21.2 9.1 10.6 - - -

69 69.6 39.1 24.6 29.0 8.7 13.0 1.4 - -

135 61.5 44.4 37.0 28.1 11.1 11.1 1.5 0.7 -

20代 7 71.4 14.3 14.3 - - 14.3 14.3 14.3 -

30代 7 28.6 57.1 57.1 42.9 28.6 28.6 - - -

40代 30 63.3 43.3 56.7 40.0 16.7 10.0 - - -

50代 42 50.0 52.4 38.1 26.2 11.9 14.3 - - -

60代以上 49 73.5 40.8 24.5 24.5 6.1 6.1 2.0 - -

91 72.5 38.5 25.3 22.0 13.2 12.1 2.2 2.2 -

20代 3 100.0 33.3 33.3 33.3 66.7 33.3 - - -

30代 14 78.6 21.4 28.6 7.1 21.4 - 7.1 7.1 -

40代 30 66.7 43.3 30.0 23.3 10.0 10.0 3.3 3.3 -

50代 24 83.3 45.8 16.7 12.5 4.2 4.2 - - -
60代以上 20 60.0 35.0 25.0 40.0 15.0 30.0 - - -

会社員、公務員、団体職員 91 60.4 45.1 44.0 25.3 16.5 8.8 2.2 2.2 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 52 65.4 32.7 21.2 21.2 9.6 17.3 3.8 - -
自営業、自由業、その他 18 55.6 55.6 27.8 27.8 11.1 11.1 - - -
専業主婦・主夫 28 85.7 46.4 17.9 21.4 10.7 7.1 - 3.6 -
学生、無職 37 70.3 37.8 32.4 35.1 5.4 13.5 - - -

 （％）

全体
（実数）

反対と思う理由

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

好きなように生きればいい。関係のない人は当人たちを見守る

だけ
1

それぞれの得意分野で役割分担をした方がストレスが溜まらな

いから
1

各家庭により状況が異なるが、私（女）は働きたいから 1
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5 農畜産物に対する市民の意識 
 

「秦野市都市農業振興計画」の改訂に伴い、今後の農業施策を検討するため、消費者としての立場

から見た農畜産物に対する市民の意識を調査するものです。 

 

（１） 主な購入先 

 

□ Q12．農畜産物を購入するとき、最も頻度が高い購入先はどこですか。［単一回答］ 

 

1．野菜・果実 

 

「スーパーマーケット」が 83.3%と最も高く、次いで「大型直売所」が 5.5%、「小型（個人）直

売所」が 2.5%となっています。 

 

 

 

性別に見ると、「スーパーマーケット」は、女性の方が高くなっています。 

 

 

 

スーパーマーケット

83.3%

小売店

1.0%

コンビニエンスストア

1.3%

大型直売所

5.5%

小型（個人）直売所

2.5%

ネット・宅配

2.3%

自分で育てている

（家庭菜園など）

0.5%

その他

0.3%

購入しない

3.5%

無回答

0.0%

n=400

スーパー
マーケット

小売店
コンビニエ
ンスストア

大型直売
所

小型（個
人）直売所

ネット・宅配

自分で育て
ている（家
庭菜園な

ど）

その他 購入しない   無回答

400 83.3 1.0 1.3 5.5 2.5 2.3 0.5 0.3 3.5 -

255 80.0 1.6 2.0 5.1 2.7 2.7 0.8 0.4 4.7 -

145 89.0 - - 6.2 2.1 1.4 - - 1.4 -

19 89.5 - - - - 5.3 - - 5.3 -

34 97.1 - - - - - 2.9 - - -

100 79.0 1.0 1.0 6.0 - 5.0 1.0 - 7.0 -

122 81.1 1.6 2.5 4.1 4.9 1.6 - - 4.1 -

125 84.0 0.8 0.8 8.8 3.2 0.8 - 0.8 0.8 -

255 80.0 1.6 2.0 5.1 2.7 2.7 0.8 0.4 4.7 -

20代 10 80.0 - - - - 10.0 - - 10.0 -

30代 14 92.9 - - - - - 7.1 - - -

40代 55 74.5 1.8 1.8 3.6 - 5.5 1.8 - 10.9 -

50代 83 75.9 2.4 3.6 4.8 4.8 2.4 - - 6.0 -

60代以上 93 84.9 1.1 1.1 7.5 3.2 1.1 - 1.1 - -

145 89.0 - - 6.2 2.1 1.4 - - 1.4 -

20代 9 100.0 - - - - - - - - -

30代 20 100.0 - - - - - - - - -

40代 45 84.4 - - 8.9 - 4.4 - - 2.2 -

50代 39 92.3 - - 2.6 5.1 - - - - -

60代以上 32 81.3 - - 12.5 3.1 - - - 3.1 -

会社員、公務員、団体職員 168 86.9 0.6 1.2 3.0 3.0 3.0 0.6 - 1.8 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 80.0 1.3 2.5 7.5 1.3 - 1.3 - 6.3 -
自営業、自由業、その他 32 75.0 3.1 - 3.1 - 6.3 - 3.1 9.4 -
専業主婦・主夫 53 86.8 - - 9.4 1.9 1.9 - - - -
学生、無職 67 79.1 1.5 1.5 7.5 4.5 1.5 - - 4.5 -

 （％）

全体
（実数）

主な購入先（野菜・果実）

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

生協 1
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2．花き・・・観賞用に栽培される植物全般（切り花、鉢物など） 

 

「スーパーマーケット」が 23.0%と最も高く、次いで「大型直売所」が 16.0%、「小売店」が

11.8%となっています。 

 

 

 

 

 

性別・年代別では大きな傾向差は、見られませんでした。 

 

 

 

 

  

スーパーマーケット

23.0%

小売店

11.8%

コンビニエンスストア

1.0%

大型直売所

16.0%

小型（個人）直売所

3.5%

ネット・宅配

1.3%

自分で育てている

（家庭菜園など）

2.3%

その他

3.5%

購入しない

37.8%

無回答

0.0%

n=400

スーパー
マーケット

小売店
コンビニエ
ンスストア

大型直売
所

小型（個
人）直売所

ネット・宅配

自分で育て
ている（家
庭菜園な

ど）

その他 購入しない 無回答

400 23.0 11.8 1.0 16.0 3.5 1.3 2.3 3.5 37.8 -

255 23.1 11.4 1.6 15.3 3.1 1.6 1.2 3.5 39.2 -

145 22.8 12.4 - 17.2 4.1 0.7 4.1 3.4 35.2 -

19 15.8 15.8 - 10.5 10.5 - - - 47.4 -

34 17.6 5.9 - 8.8 2.9 - 2.9 2.9 58.8 -

100 21.0 14.0 2.0 13.0 4.0 1.0 - 3.0 42.0 -

122 19.7 13.1 0.8 16.4 2.5 1.6 2.5 4.9 38.5 -

125 30.4 9.6 0.8 20.8 3.2 1.6 4.0 3.2 26.4 -

255 23.1 11.4 1.6 15.3 3.1 1.6 1.2 3.5 39.2 -

20代 10 10.0 10.0 - 10.0 - - - - 70.0 -

30代 14 21.4 14.3 - 14.3 - - 7.1 - 42.9 -

40代 55 27.3 12.7 3.6 9.1 3.6 - - 3.6 40.0 -

50代 83 14.5 13.3 1.2 15.7 2.4 2.4 1.2 4.8 44.6 -

60代以上 93 30.1 8.6 1.1 19.4 4.3 2.2 1.1 3.2 30.1 -

145 22.8 12.4 - 17.2 4.1 0.7 4.1 3.4 35.2 -

20代 9 22.2 22.2 - 11.1 22.2 - - - 22.2 -

30代 20 15.0 - - 5.0 5.0 - - 5.0 70.0 -

40代 45 13.3 15.6 - 17.8 4.4 2.2 - 2.2 44.4 -

50代 39 30.8 12.8 - 17.9 2.6 - 5.1 5.1 25.6 -

60代以上 32 31.3 12.5 - 25.0 - - 12.5 3.1 15.6 -

会社員、公務員、団体職員 168 22.0 11.3 1.8 14.3 2.4 1.8 1.8 3.0 41.7 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 17.5 17.5 1.3 15.0 7.5 2.5 2.5 5.0 31.3 -
自営業、自由業、その他 32 25.0 15.6 - 12.5 - - - - 46.9 -
専業主婦・主夫 53 24.5 9.4 - 24.5 5.7 - 3.8 3.8 28.3 -
学生、無職 67 29.9 6.0 - 16.4 1.5 - 3.0 4.5 38.8 -

 （％）

全体
（実数）

主な購入先（花き）

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

ホームセンター 11

フラワーショップ 2

ディスカウントストアー 1

じばさんず 1

JA 1
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３．畜産加工品・・・肉・乳・卵などの畜産物を原料として、加工処理した食品（ハム、チーズなど） 

 

「スーパーマーケット」が 88.5%と最も高く、次いで「小売店」が 2.5%、「ネット・宅配」が

2.0%となっています。 

 

 

 

性別に見ると、「スーパーマーケット」は、女性の方が高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

スーパーマーケット

88.5%

小売店

2.5%

コンビニエンスストア

0.8%

大型直売所

1.5%

小型（個人）直売所

1.0%

ネット・宅配

2.0%

自分で育てている（家庭菜園など）

0.3%

その他

0.3%

購入しない

3.3%

無回答

0.0%

n=400

スーパー
マーケット

小売店
コンビニエ
ンスストア

大型直売
所

小型（個
人）直売所

ネット・宅配

自分で育て
ている（家
庭菜園な

ど）

その他 購入しない 無回答

400 88.5 2.5 0.8 1.5 1.0 2.0 0.3 0.3 3.3 -

255 86.7 2.7 1.2 1.6 0.8 2.4 0.4 0.4 3.9 -

145 91.7 2.1 - 1.4 1.4 1.4 - - 2.1 -

19 94.7 - - - - - - - 5.3 -

34 97.1 2.9 - - - - - - - -

100 81.0 3.0 1.0 2.0 2.0 3.0 - - 8.0 -

122 89.3 0.8 1.6 0.8 0.8 2.5 0.8 - 3.3 -

125 90.4 4.0 - 2.4 0.8 1.6 - 0.8 - -

255 86.7 2.7 1.2 1.6 0.8 2.4 0.4 0.4 3.9 -

20代 10 90.0 - - - - - - - 10.0 -

30代 14 92.9 7.1 - - - - - - - -

40代 55 78.2 3.6 1.8 1.8 1.8 3.6 - - 9.1 -

50代 83 85.5 1.2 2.4 1.2 1.2 2.4 1.2 - 4.8 -

60代以上 93 91.4 3.2 - 2.2 - 2.2 - 1.1 - -

145 91.7 2.1 - 1.4 1.4 1.4 - - 2.1 -

20代 9 100.0 - - - - - - - - -

30代 20 100.0 - - - - - - - - -

40代 45 84.4 2.2 - 2.2 2.2 2.2 - - 6.7 -

50代 39 97.4 - - - - 2.6 - - - -

60代以上 32 87.5 6.3 - 3.1 3.1 - - - - -

会社員、公務員、団体職員 168 91.7 1.2 1.8 1.2 0.6 1.8 - - 1.8 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 87.5 2.5 - 1.3 1.3 2.5 1.3 - 3.8 -
自営業、自由業、その他 32 81.3 - - - 3.1 6.3 - 3.1 6.3 -
専業主婦・主夫 53 88.7 5.7 - 1.9 - - - - 3.8 -
学生、無職 67 85.1 4.5 - 3.0 1.5 1.5 - - 4.5 -

 （％）

全体
（実数）

主な購入先（畜産加工品）

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

生協 1
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（２） 購入時の重視点 

 

□ Q13．農畜産物を購入するとき、最も重視するものは何ですか。［単一回答］ 

 

1．野菜・果実 

 

「鮮度」が 36.3%と最も高く、次いで「値段」が 33.7%、「安全・安心」が 20.7%となっていま

す。 

 

 

 

性別に見ると、「鮮度」は、女性の方が高くなっています。一方で、「値段」は、男性の方が高くな

っています。 

 

 

  

鮮度

36.3%

安全・安心

20.7%

値段

33.7%

味

5.2%

見た目（色・形など）

2.6%

産地

1.6%

その他

0.0% 無回答

0.0%

n=386

鮮度 安全・安心 値段 味
見た目（色・

形など）
産地 その他 無回答

386 36.3 20.7 33.7 5.2 2.6 1.6 - -

243 32.1 20.6 37.0 6.6 2.1 1.6 - -

143 43.4 21.0 28.0 2.8 3.5 1.4 - -

18 5.6 11.1 77.8 - 5.6 - - -

34 44.1 11.8 29.4 8.8 5.9 - - -

93 36.6 24.7 28.0 5.4 3.2 2.2 - -

117 34.2 20.5 35.0 6.0 2.6 1.7 - -

124 40.3 21.8 31.5 4.0 0.8 1.6 - -

243 32.1 20.6 37.0 6.6 2.1 1.6 - -

20代 9 11.1 11.1 77.8 - - - - -

30代 14 35.7 14.3 28.6 14.3 7.1 - - -

40代 49 30.6 26.5 28.6 8.2 4.1 2.0 - -

50代 78 28.2 17.9 42.3 7.7 1.3 2.6 - -

60代以上 93 37.6 21.5 34.4 4.3 1.1 1.1 - -

143 43.4 21.0 28.0 2.8 3.5 1.4 - -

20代 9 - 11.1 77.8 - 11.1 - - -

30代 20 50.0 10.0 30.0 5.0 5.0 - - -

40代 44 43.2 22.7 27.3 2.3 2.3 2.3 - -

50代 39 46.2 25.6 20.5 2.6 5.1 - - -

60代以上 31 48.4 22.6 22.6 3.2 - 3.2 - -

会社員、公務員、団体職員 165 33.3 21.8 36.4 5.5 2.4 0.6 - -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 75 45.3 21.3 26.7 2.7 2.7 1.3 - -
自営業、自由業、その他 29 34.5 13.8 31.0 13.8 - 6.9 - -
専業主婦・主夫 53 37.7 26.4 26.4 3.8 1.9 3.8 - -
学生、無職 64 32.8 15.6 42.2 4.7 4.7 - - -

 （％）

全体
（実数）

購入時の重視点（野菜・果実）

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業
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2．花き・・・観賞用に栽培される植物全般（切り花、鉢物など） 

 

「見た目（色・形など）」が 32.1%と最も高く、次いで「値段」が 30.1%、「鮮度」が 29.3%と

なっています。 

 

 

 

性別に見ると、「鮮度」は、女性の方が高くなっています。一方で、「値段」は、男性の方が高くな

っています。 

 

 

 

 

  

鮮度

29.3%

安全・安心

6.0%

値段

30.1%
味

0.4%

見た目

（色・形など）

32.1%

産地

1.2%

その他

0.8%

無回答

0.0%

n=249

鮮度 安全・安心 値段 味
見た目（色・

形など）
産地 その他 無回答

249 29.3 6.0 30.1 0.4 32.1 1.2 0.8 -

155 25.8 7.7 32.9 0.6 30.3 1.9 0.6 -

94 35.1 3.2 25.5 - 35.1 - 1.1 -

10 - - 40.0 - 50.0 10.0 - -

14 21.4 - 14.3 - 64.3 - - -

58 29.3 6.9 22.4 1.7 37.9 1.7 - -

75 33.3 12.0 28.0 - 24.0 1.3 1.3 -

92 30.4 2.2 38.0 - 28.3 - 1.1 -

155 25.8 7.7 32.9 0.6 30.3 1.9 0.6 -

20代 3 - - 66.7 - - 33.3 - -

30代 8 12.5 - 12.5 - 75.0 - - -

40代 33 21.2 12.1 21.2 3.0 39.4 3.0 - -

50代 46 28.3 15.2 28.3 - 26.1 2.2 - -

60代以上 65 29.2 1.5 43.1 - 24.6 - 1.5 -

94 35.1 3.2 25.5 - 35.1 - 1.1 -

20代 7 - - 28.6 - 71.4 - - -

30代 6 33.3 - 16.7 - 50.0 - - -

40代 25 40.0 - 24.0 - 36.0 - - -

50代 29 41.4 6.9 27.6 - 20.7 - 3.4 -

60代以上 27 33.3 3.7 25.9 - 37.0 - - -

会社員、公務員、団体職員 98 25.5 9.2 28.6 1.0 35.7 - - -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 55 23.6 1.8 29.1 - 41.8 1.8 1.8 -
自営業、自由業、その他 17 35.3 5.9 35.3 - 17.6 5.9 - -
専業主婦・主夫 38 42.1 7.9 26.3 - 21.1 2.6 - -
学生、無職 41 31.7 2.4 36.6 - 26.8 - 2.4 -

 （％）

全体
（実数）

購入時の重視点（花き）

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

多年草かどうか 1

余り購入しない 1
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3．畜産加工品・・・肉・乳・卵などの畜産物を原料として、加工処理した食品（ハム、チーズなど） 

 

「安全・安心」が 35.7%と最も高く、次いで「値段」が 33.1%、「鮮度」が 19.9%となっていま

す。 

 

 

性別に見ると、「鮮度」は、女性の方が高くなっています。一方で、「値段」は、男性の方が高くな

っています。 

年代別に見ると、「値段」は、年代が上がるにつれて概ね低くなる傾向があります。 

 

 

 

 

 

  

鮮度

19.9%

安全・安心

35.7%

値段

33.1%

味

9.3%

見た目

（色・形など）

1.0%

産地

1.0%

その他

0.0%
無回答

0.0%

n=387

鮮度 安全・安心 値段 味
見た目（色・

形など）
産地 その他 無回答

387 19.9 35.7 33.1 9.3 1.0 1.0 - -

245 15.5 34.7 37.6 9.8 1.6 0.8 - -

142 27.5 37.3 25.4 8.5 - 1.4 - -

18 - 33.3 66.7 - - - - -

34 17.6 35.3 41.2 5.9 - - - -

92 18.5 31.5 32.6 13.0 2.2 2.2 - -

118 20.3 36.4 31.4 10.2 0.8 0.8 - -

125 24.0 38.4 28.0 8.0 0.8 0.8 - -

245 15.5 34.7 37.6 9.8 1.6 0.8 - -

20代 9 - 22.2 77.8 - - - - -

30代 14 - 42.9 50.0 7.1 - - - -

40代 50 10.0 32.0 36.0 16.0 4.0 2.0 - -

50代 79 16.5 32.9 38.0 11.4 1.3 - - -

60代以上 93 21.5 37.6 32.3 6.5 1.1 1.1 - -

142 27.5 37.3 25.4 8.5 - 1.4 - -

20代 9 - 44.4 55.6 - - - - -

30代 20 30.0 30.0 35.0 5.0 - - - -

40代 42 28.6 31.0 28.6 9.5 - 2.4 - -

50代 39 28.2 43.6 17.9 7.7 - 2.6 - -

60代以上 32 31.3 40.6 15.6 12.5 - - - -

会社員、公務員、団体職員 165 15.2 33.9 37.6 11.5 1.8 - - -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 77 28.6 41.6 23.4 3.9 1.3 1.3 - -
自営業、自由業、その他 30 16.7 30.0 40.0 6.7 - 6.7 - -
専業主婦・主夫 51 23.5 39.2 21.6 13.7 - 2.0 - -
学生、無職 64 20.3 32.8 39.1 7.8 - - - -

全体
（実数）

購入時の重視点（畜産加工品）

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

ブランド 1
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（３） 地産地消に関する考え方 

 

「安全・安心や鮮度など、自分にとってもメリットがあるので積極的に購入したい」が 37.0%と最

も高く、次いで「地域経済の活性化につながるので積極的に購入したい」が 26.3%、「地産地消には

関心がないので、積極的には購入しない」が 11.3%となっています。 

 

□ Q14．地産地消（地元で生産されたものを地元で消費すること）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。［単

一回答］ 

 

    

 

性別に見ると、「安全・安心や鮮度など、自分にとってもメリットがあるので積極的に購入したい」

は、女性の方が高くなっています。一方で、「地域の食文化の継承につながるので積極的に購入した

い」は、男性の方が高くなっています。 

 

 

安全・安心や鮮度な

ど、自分にとっても

メリットがあるので

積極的に購入したい

37.0%

地域経済の活性化に

つながるので積極的

に購入したい

26.3%

地域の食文化の継承につなが

るので積極的に購入したい

7.0%

生産者と交流できるの

で積極的に購入したい

2.8%

地産地消には関心が

ないので、積極的に

は購入しない

11.3%

他の産地の方が魅力を

感じるので積極的には

購入しない

3.0%

秦野産の農畜産物が食べられ

る飲食店を増やしてほしい

9.5%

その他

3.3%

無回答

0.0%

n=400

安全・安心
や鮮度な

ど、自分に
とってもメ

リットがある
ので積極的
に購入した

い

地域経済
の活性化に
つながるの
で積極的に
購入したい

地域の食
文化の継

承につなが
るので積極
的に購入し

たい

生産者と交
流できるの
で積極的に
購入したい

地産地消に
は関心がな
いので、積
極的には購

入しない

他の産地
の方が魅
力を感じる
ので積極的
には購入し

ない

秦野産の
農畜産物

が食べられ
る飲食店を
増やしてほ

しい

その他 無回答

400 37.0 26.3 7.0 2.8 11.3 3.0 9.5 3.3 -

255 30.2 27.5 9.8 3.9 12.9 1.6 10.2 3.9 -

145 49.0 24.1 2.1 0.7 8.3 5.5 8.3 2.1 -

19 31.6 10.5 5.3 5.3 26.3 5.3 15.8 - -

34 35.3 26.5 5.9 - 8.8 5.9 8.8 8.8 -

100 33.0 30.0 9.0 2.0 11.0 3.0 11.0 1.0 -

122 36.9 25.4 4.9 4.9 13.9 1.6 10.7 1.6 -

125 41.6 26.4 8.0 1.6 7.2 3.2 6.4 5.6 -

255 30.2 27.5 9.8 3.9 12.9 1.6 10.2 3.9 -

20代 10 30.0 10.0 10.0 - 20.0 10.0 20.0 - -

30代 14 28.6 35.7 14.3 - 7.1 - - 14.3 -

40代 55 23.6 29.1 16.4 3.6 10.9 - 14.5 1.8 -

50代 83 30.1 26.5 4.8 7.2 19.3 - 10.8 1.2 -

60代以上 93 34.4 28.0 9.7 2.2 8.6 3.2 7.5 6.5 -

145 49.0 24.1 2.1 0.7 8.3 5.5 8.3 2.1 -

20代 9 33.3 11.1 - 11.1 33.3 - 11.1 - -

30代 20 40.0 20.0 - - 10.0 10.0 15.0 5.0 -

40代 45 44.4 31.1 - - 11.1 6.7 6.7 - -

50代 39 51.3 23.1 5.1 - 2.6 5.1 10.3 2.6 -

60代以上 32 62.5 21.9 3.1 - 3.1 3.1 3.1 3.1 -

会社員、公務員、団体職員 168 30.4 31.0 8.9 4.2 11.3 1.2 10.1 3.0 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 33.8 23.8 6.3 - 16.3 6.3 11.3 2.5 -
自営業、自由業、その他 32 40.6 12.5 6.3 6.3 18.8 3.1 3.1 9.4 -
専業主婦・主夫 53 49.1 28.3 1.9 1.9 1.9 3.8 9.4 3.8 -
学生、無職 67 46.3 22.4 7.5 1.5 9.0 3.0 9.0 1.5 -

 （％）

全体
（実数）

地産地消に関する考え方

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

値ごろ感があれば利用したい 4

機会があったら 2

その都度決める 1

次第では 1

出来れば地産地消したいが地元だから安全ではない。出来るだ

け無農薬の物を購入したいので そういう農家を積極的に支援

してもらいたい

1

価格が同程度なら地元産を買いたい 1

秦野で生産したものは、ファミレスで使うべきだ 1

地域にこだわれるほど裕福ではないのでどうでもいい 1

米を生産者から直接購入していたが、農協から安く売るなと指

示が有り値上げを要求された。以後直接購入していない。
1

ＪＡを経由しない販路 1

わからない 1

特になし 1
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6 市役所職員の対応 
 

質の高い行政サービスを安定して提供するため、秦野市役所職員の窓口や電話での対応に対する、

市民の満足度を調査するものです。 

 

（１） 市役所職員の対応の満足度 

   

「満足している」、「おおむね満足している」と合わせて約 61.6%となっています。一方、「やや不

満である」、「不満である」と合わせて約 17.3％となっています。 

 

□ Q15．市役所職員の窓口や電話での対応に満足していますか。［単一回答］ 

 

 

性別に見ると、「満足している」、「おおむね満足している」を合わせると男性の方が高くなっていま

す。 

 

 
 

満足している

6.3%

おおむね満足している

55.3%

やや不満である

10.5%

不満である

6.8%

市役所を

利用していない

21.3%

無回答

0.0%

n=400

満足してい
る

おおむね満
足している

やや不満で
ある

不満である
市役所を利
用していな

い
無回答

400 6.3 55.3 10.5 6.8 21.3 -

255 6.7 57.3 9.8 6.7 19.6 -

145 5.5 51.7 11.7 6.9 24.1 -

19 21.1 31.6 10.5 - 36.8 -

34 2.9 58.8 11.8 8.8 17.6 -

100 8.0 45.0 10.0 8.0 29.0 -

122 3.3 58.2 9.0 6.6 23.0 -

125 6.4 63.2 12.0 6.4 12.0 -

255 6.7 57.3 9.8 6.7 19.6 -

20代 10 20.0 40.0 10.0 - 30.0 -

30代 14 - 64.3 7.1 7.1 21.4 -

40代 55 10.9 50.9 7.3 3.6 27.3 -

50代 83 3.6 55.4 8.4 7.2 25.3 -

60代以上 93 6.5 63.4 12.9 8.6 8.6 -

145 5.5 51.7 11.7 6.9 24.1 -

20代 9 22.2 22.2 11.1 - 44.4 -

30代 20 5.0 55.0 15.0 10.0 15.0 -

40代 45 4.4 37.8 13.3 13.3 31.1 -

50代 39 2.6 64.1 10.3 5.1 17.9 -

60代以上 32 6.3 62.5 9.4 - 21.9 -

会社員、公務員、団体職員 168 5.4 56.0 6.0 6.5 26.2 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 6.3 50.0 16.3 8.8 18.8 -
自営業、自由業、その他 32 3.1 50.0 15.6 12.5 18.8 -
専業主婦・主夫 53 3.8 64.2 11.3 3.8 17.0 -
学生、無職 67 11.9 55.2 11.9 4.5 16.4 -

 （％）

全体
（実数）

市役所職員の対応の満足度

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業
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（２） 不満である理由 

  

「説明が不十分・不親切であった」が 56.5%と最も高く、次いで「返答、報告、連絡などの対応に

時間がかかった」が 37.7%、「窓口での待ち時間が長かった」が 36.2%となっています。 

 

□ Q16．Q15で「やや不満である」または「不満である」を選択した方にお聞きします。あなたがそう思う理由は何ですか。［複

数回答］ 

 

 

 

性別に見ると、「職員の態度・姿勢・身だしなみに問題があった」、「返答、報告、連絡などの対応に

時間がかかった」は、女性の方が高くなっています。 

 

 

  

56.5%

37.7%

36.2%

27.5%

8.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

説明が不十分・不親切であった

返答、報告、連絡などの対応に時間がかかった

窓口での待ち時間が長かった

職員の態度・姿勢・身だしなみに問題があった

その他

無回答

n=69

説明が不
十分・不親
切であった

返答、報
告、連絡な
どの対応に
時間がか

かった

窓口での待
ち時間が長

かった

職員の態
度・姿勢・

身だしなみ
に問題が

あった

その他 無回答

69 56.5 37.7 36.2 27.5 8.7 -

42 54.8 35.7 35.7 21.4 14.3 -

27 59.3 40.7 37.0 37.0 - -

2 100.0 100.0 50.0 - - -

7 71.4 57.1 42.9 28.6 14.3 -

18 55.6 22.2 33.3 38.9 11.1 -

19 63.2 42.1 57.9 10.5 5.3 -

23 43.5 34.8 17.4 34.8 8.7 -

42 54.8 35.7 35.7 21.4 14.3 -

20代 1 100.0 100.0 - - - -

30代 2 100.0 100.0 50.0 - 50.0 -

40代 6 50.0 - 33.3 16.7 33.3 -

50代 13 69.2 38.5 61.5 - 7.7 -

60代以上 20 40.0 35.0 20.0 40.0 10.0 -

27 59.3 40.7 37.0 37.0 - -

20代 1 100.0 100.0 100.0 - - -

30代 5 60.0 40.0 40.0 40.0 - -

40代 12 58.3 33.3 33.3 50.0 - -

50代 6 50.0 50.0 50.0 33.3 - -

60代以上 3 66.7 33.3 - - - -

会社員、公務員、団体職員 21 61.9 28.6 33.3 38.1 9.5 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 20 40.0 30.0 40.0 25.0 5.0 -
自営業、自由業、その他 9 77.8 44.4 44.4 11.1 33.3 -
専業主婦・主夫 8 62.5 75.0 37.5 25.0 - -
学生、無職 11 54.5 36.4 27.3 27.3 - -

 （％）

全体
（実数）

不満である理由

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

その他 件数

たらい回し 1

市民に対して、面従腹背的な意識を持つ職員が多い 1

繰り返し 相談を続けたが、解決せずに終わっている。ヘリコ

プターもダメ、地域の工業もダメ。早朝に 音を出してはだめ

でしょう。実態をきちんと 把握していないのは市役所です。

もっとできることをきちんと取り組むべき。クレームが表面化

されないのは、市役所に対して期待していないから。ゴミ収集

場所についても、市役所が動くべきである。自治会の放り投げ

では、解決に向かいづらい

1

職員数が多い 1

開庁時間なのに受付が終わっていた 1

高齢化社会だというのに、何かと言えば、簡単に人を市役所ま

で呼びつける点
1
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7 生物多様性 
 

「第３次秦野市環境基本計画」の改訂に伴い、今後の生物多様性※の保全に向けた施策を検討する

ため、その認知度について調査するものです。 

※様々な生きものが、異なる環境で自分たちの生きる場所を見つけ、互いに違いを活かしながら、つ

ながり調和していること。 

 

（１） 「生物多様性」の認知度 

 

「言葉と意味を知っていた」が 25.3％、一方で「言葉だけ知っていた」が 40.3％となっていま

す。 

 

□ Q17．「生物多様性」という言葉と意味を知っていましたか。［単一回答］ 

 

性別に見ると、「どちらも知らなかった」は、女性の方が高くなっています。一方で、「言葉と意味

を知っていた」は、男性の方が高くなっています。 

 

 

言葉と意味を

知っていた

25.3%

言葉だけ知っていた

40.3%

どちらも知らな

かった

34.5%

無回答

0.0%

n=400

言葉と意味
を知ってい

た

言葉だけ
知っていた

どちらも知
らなかった

無回答

400 25.3 40.3 34.5 -

255 28.6 41.6 29.8 -

145 19.3 37.9 42.8 -

19 26.3 36.8 36.8 -

34 23.5 47.1 29.4 -

100 29.0 37.0 34.0 -

122 18.9 40.2 41.0 -

125 28.8 41.6 29.6 -

255 28.6 41.6 29.8 -

20代 10 30.0 30.0 40.0 -

30代 14 28.6 57.1 14.3 -

40代 55 38.2 36.4 25.5 -

50代 83 19.3 45.8 34.9 -

60代以上 93 31.2 39.8 29.0 -

145 19.3 37.9 42.8 -

20代 9 22.2 44.4 33.3 -

30代 20 20.0 40.0 40.0 -

40代 45 17.8 37.8 44.4 -

50代 39 17.9 28.2 53.8 -

60代以上 32 21.9 46.9 31.3 -

会社員、公務員、団体職員 168 23.2 44.6 32.1 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 21.3 35.0 43.8 -
自営業、自由業、その他 32 37.5 37.5 25.0 -
専業主婦・主夫 53 24.5 37.7 37.7 -
学生、無職 67 29.9 38.8 31.3 -

 （％）

全体
（実数）

「生物多様性」の認知度

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業
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8 地球温暖化対策 
 

地球温暖化に対応していくため、市民の地球温暖化対策やライフスタイルシフト※についての意識

を調査するものです。 

※これまでの「大量生産・大量消費・大量廃棄」型のライフスタイルから、日々の暮らしの中で廃棄

物を減らし、資源循環や自然資源を大事にするライフスタイルに変えていくこと。 

 

（１） 気候変動に対するリスクヘッジ 

 

「思う」が 29.5％、一方で「思わない」が 70.5％となっています。 

 

□ Q18．集中豪雨や猛暑など気候変動に対するリスクに備えられていると思いますか。［単一回答］ 

 

 

性別に見ると、「思う」は、男性の方が高くなっています。 

 

 
 

思う

29.5%

思わない

70.5%

無回答

0.0%

n=400

思う 思わない 無回答

400 29.5 70.5 -

255 33.7 66.3 -

145 22.1 77.9 -

19 31.6 68.4 -

34 26.5 73.5 -

100 30.0 70.0 -

122 23.0 77.0 -

125 36.0 64.0 -

255 33.7 66.3 -

20代 10 30.0 70.0 -

30代 14 28.6 71.4 -

40代 55 34.5 65.5 -

50代 83 27.7 72.3 -

60代以上 93 39.8 60.2 -

145 22.1 77.9 -

20代 9 33.3 66.7 -

30代 20 25.0 75.0 -

40代 45 24.4 75.6 -

50代 39 12.8 87.2 -

60代以上 32 25.0 75.0 -

会社員、公務員、団体職員 168 31.0 69.0 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 25.0 75.0 -
自営業、自由業、その他 32 37.5 62.5 -
専業主婦・主夫 53 22.6 77.4 -
学生、無職 67 32.8 67.2 -

 （％）
全体

（実数）
気候変動に対するリスクヘッジ

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業
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（２） 地球温暖化対策やライフスタイルシフトに関する情報の浸透度 

 

「思う」、「どちらかといえばそう思う」と合わせて約 30.8%となっています。一方、「どちらかと

いえばそう思わない」、「思わない」と合わせて約 69.3％となっています。 

 

□ Q19．地球温暖化対策やライフスタイルシフトに関する情報が広く届いていると思いますか。[単一回答] 

 

 

性別に見ると、「思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせると男性の方が高くなっています。 

 

 

  

思う

4.0%

どちらかといえば

そう思う

26.8%

どちらかといえば

そう思わない

51.8%

思わない

17.5%

思わない

0.0%

n=400

思う
どちらかと
いえばそう

思う

どちらかと
いえばそう
思わない

思わない 無回答

400 4.0 26.8 51.8 17.5 -

255 5.5 28.6 47.5 18.4 -

145 1.4 23.4 59.3 15.9 -

19 5.3 15.8 52.6 26.3 -

34 2.9 32.4 44.1 20.6 -

100 4.0 26.0 50.0 20.0 -

122 2.5 26.2 54.1 17.2 -

125 5.6 28.0 52.8 13.6 -

255 5.5 28.6 47.5 18.4 -

20代 10 10.0 20.0 50.0 20.0 -

30代 14 - 42.9 42.9 14.3 -

40代 55 7.3 25.5 43.6 23.6 -

50代 83 3.6 27.7 50.6 18.1 -

60代以上 93 6.5 30.1 47.3 16.1 -

145 1.4 23.4 59.3 15.9 -

20代 9 - 11.1 55.6 33.3 -

30代 20 5.0 25.0 45.0 25.0 -

40代 45 - 26.7 57.8 15.6 -

50代 39 - 23.1 61.5 15.4 -
60代以上 32 3.1 21.9 68.8 6.3 -

会社員、公務員、団体職員 168 4.2 25.0 53.6 17.3 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 6.3 25.0 51.3 17.5 -
自営業、自由業、その他 32 - 28.1 40.6 31.3 -
専業主婦・主夫 53 - 30.2 60.4 9.4 -
学生、無職 67 6.0 29.9 46.3 17.9 -

 （％）

全体
（実数）

地球温暖化対策やライフスタイルシフトに関する情報の浸透度

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業
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（３） 暮らしにもたらす豊かさ 

 

「思う」、「どちらかといえばそう思う」と合わせて約 64.3%となっています。一方、「どちらかと

いえばそう思わない」、「思わない」と合わせて約 35.8％となっています。 

 

□ Q20．地球温暖化対策やライフスタイルシフトを行うことがこれからの暮らしを豊かにしていくと感じますか。 [単一回答] 

 

 

性別に見ると、「思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせると女性の方が高くなっています。 

 

 

 

思う

14.0%

どちらかといえばそ

う思う

50.3%

どちらかといえば

そう思わない

25.5%

思わない

10.3%

無回答

0.0%

n=400

思う
どちらかと
いえばそう

思う

どちらかと
いえばそう
思わない

思わない 無回答

400 14.0 50.3 25.5 10.3 -

255 12.9 47.8 27.8 11.4 -

145 15.9 54.5 21.4 8.3 -

19 15.8 36.8 21.1 26.3 -

34 20.6 35.3 26.5 17.6 -

100 17.0 50.0 25.0 8.0 -

122 8.2 53.3 27.9 10.7 -

125 15.2 53.6 24.0 7.2 -

255 12.9 47.8 27.8 11.4 -

20代 10 10.0 30.0 30.0 30.0 -

30代 14 21.4 42.9 28.6 7.1 -

40代 55 18.2 43.6 27.3 10.9 -

50代 83 7.2 48.2 31.3 13.3 -

60代以上 93 14.0 52.7 24.7 8.6 -

145 15.9 54.5 21.4 8.3 -

20代 9 22.2 44.4 11.1 22.2 -

30代 20 20.0 30.0 25.0 25.0 -

40代 45 15.6 57.8 22.2 4.4 -

50代 39 10.3 64.1 20.5 5.1 -

60代以上 32 18.8 56.3 21.9 3.1 -

会社員、公務員、団体職員 168 11.9 47.0 29.8 11.3 -
派遣、契約社員、パート・アルバイト 80 16.3 51.3 23.8 8.8 -
自営業、自由業、その他 32 12.5 46.9 25.0 15.6 -
専業主婦・主夫 53 17.0 54.7 24.5 3.8 -
学生、無職 67 14.9 55.2 17.9 11.9 -

 （％）

全体
（実数）

暮らしにもたらす豊かさ

全体

性別
男性

女性

年代

20代
30代
40代
50代

60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業


